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奈
良
時
代
、
皇
后
に
附
置
さ
れ
た
皇
后
宮
職
に
は
様
々
な
業
務
を
担
う
下
部
機
構
が
あ
り
、
そ
の

な
か
に
は
製
造
・
加
工
を
担
う
組
織
も
複
数
存
在
し
た
こ
と
が
、
天
平
期
の
藤
原
光
明
子
の
皇
后
宮

職
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
古
代
の
高
級
絹
織
物
で
あ
る
綾
の
名
を
冠

し
た
「
綾
司
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
を
直
接
示
す
史
料
は
な
く
、
皇

后
宮
職
に
お
い
て
綾
の
生
産
を
担
っ
て
い
た
か
ど
う
か
も
自
明
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
天
平
十
年
頃

に
作
成
さ
れ
た
「
官
人
歴
名
」
に
見
え
る
綾
司
に
つ
い
て
、
製
織
活
動
の
有
無
と
そ
の
目
的
、
さ
ら

に
そ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

関
連
す
る
史
料
を
仔
細
に
み
る
と
、
綾
司
は
、
光
明
子
の
仏
教
信
仰
に
基
づ
く
寺
院
へ
の
施
入
や
、

造
営
事
業
、
写
経
事
業
な
ど
に
必
要
な
綾
を
製
織
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の
中
核
的
な
労

働
力
は
舎
人
で
あ
り
、独
立
性
の
強
い
キ
サ
キ
宮
の
伝
統
を
継
承
す
る
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

延
暦
二
年
（
七
八
三
）
に
立
后
さ
れ
た
藤
原
乙
牟
漏
の
皇
后
宮
職
に
も
、「
綾
所
」
が
存
在
し
た

こ
と
を
示
す
木
簡
が
平
城
宮
跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
時
期
を
異
に
す
る
皇
后
宮
職
に
「
綾
司
」「
綾

所
」
が
共
通
し
て
見
出
せ
る
意
義
は
大
き
く
、
こ
れ
に
よ
り
綾
司
（
綾
所
）
を
奈
良
時
代
の
皇
后
宮

職
固
有
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
あ
り
方
が
大
き
く
変
革
さ
れ
る
の
は
、
平
安
遷
都
後
最
初
に
立
后
さ
れ
た
嵯
峨
天
皇
の

皇
后
橘
嘉
智
子
の
時
で
あ
る
。
皇
后
宮
職
の
始
動
に
際
し
、
そ
れ
ま
で
編
成
さ
れ
て
い
た
製
造
・
加

工
を
担
う
下
部
機
構
は
縮
小
さ
れ
た
。
延
暦
〜
大
同
期
に
、
物
品
の
製
造
・
加
工
を
担
う
諸
部
門
を

中
務
省
被
管
の
内
蔵
寮
・
縫
殿
寮
・
内
匠
寮
の
三
司
に
集
約
す
る
官
司
再
編
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
皇
后
宮
職
の
下
部
機
構
縮
小
の
受
け
皿
に
な
っ
た
。
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ー
ワ
ー
ド
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皇
后
宮
職
、
手
工
業
生
産
、
綾
、
藤
原
光
明
子
、
舎
人


